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朝　倉　警　察　署　協　議　会　会　議　録

朝倉警察署協議会

開催年月日時
平成　28年2月8日　午後　2時00分　から

同　　日　　　午後　3時20分　まで

開　催　場　所 朝倉警察署　第1会議室

警察署協議会 会長以下8名

出　席

署長、副署長、総務課長、生安課長、
地域係長、刑事課長、交通課長、警備課長

会計課長

議　事　概　要

【開催】

（会　長）

平成28年第1回目の朝倉警察署協議会を開催する。

前回の協議会以降、年末には、年末年始特別警戒出発式、年明けには出初式

や成人式等の色々な場面で警察に力添えをいただいた。本日は、先般行われた

警察署協議会会長会の結果等を伝達することとする。

【署長挨拶】

昨年の朝倉警察署は、警察庁長官賞、九州管区警察局長賞等の多数の賞をい
ただいたが、一方で、ニセ電話詐欺の高額被害の発生、5件6名の死亡事散が

発生するなど、，問題点も残る年であった。
また、懸念材料として、暴力団関係者同士による傷害事件等が発生している。

本件については継続捜査中であるが、今後も徹底した捜査を行い、住民の皆

様に安全と安心をお届けしたい。

【警察署協議会会長連絡会議報告】
（会　長）

1　第一部

（1）公安委員委員長

（2）警察本部長挨拶

（3）警察本部説明

ア　平成27年中の治安概況

イ　平成28年福岡県警察運営指針等について

○　暴力団の壊滅

県警を挙げての壊滅作戦が功を奏し効果を上げている
○　飲酒運転の撲滅

平成25年までは減少傾向 同年以降は横這し ＼状態

者
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○　性犯罪の抑止

認知件は増加しているが、検挙率も増加

ウ　平成28年県警の三大重点目標
「暴力団の壊滅」「飲酒運転の撲滅」「性犯罪の抑止」

エ　重点目標

ニセ電話詐欺等身近な犯罪の抑止等6項目

2　第二部（5警察署協議会からの活動報告）

（1）中央警察署協議会
「犯罪の起きにくいまちづくり総合対策（NCC）」等の報告

（2）粕屋警察署協議会　t

交通環境の整備事例等の報告

（3）戸畑警察署協議会

協議会委員からの提言を受けての管内交差点の整備等の報告

（4）田川警察署協議会

地元名士を集めた「ガラガラ会」の組織概要や活動内容の報告

（5）大牟田警察署協議会

管内交差点の改良整備、暴力団対策等の報告

【報告事項等】～　平成27年中の朝倉警察署管内の情勢
1110番等受理状況について（地域課地域係長）

0　110番受理件数は増加したが、警察署受理件数は減少

○　朝倉警察署の110番受理件数　～　県下35警察暑中28番目

2　身近で発生する犯罪（刑事課長）

（1）刑法犯の認知状況

○　窃盗犯の認知件数が大幅に減少

○　凶悪犯の内訳～殺人（未遂）、（事後）強盗、放火

※　検挙率　～　50％

○　粗暴犯～傷害は減少、暴行及び恐喝が増加

○　インターネット詐欺、ニセ電話詐欺等の増加により知能犯の認知件数が

増加

（2）性犯罪の認知状況

○　性犯罪は減少傾向、前兆事案（痴漢、つきまとい等）は依然発生

○　事案の特徴～被疑者と被害者が面識ある場合も認められる。

（3）ニセ電話詐欺の発生状況（平成27年）
○　県下ではオレオレ詐欺、還付金詐欺が大幅に増加

朝倉警察署管内では加えて金融商品詐欺が増加

○　県下七は、被害者を呼び出す「おびき出し型」が多発、送付型の割合が

減少し受取型の割合が増加しているが、朝倉警察署では送付型が90％
○　被害者は、65歳以上の高齢者の割合が県下、朝倉警察署とも75％

女性の割合は県下80％、朝倉警察署75％

（4）管内の暴力団情勢
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3　人身交通事散発生状況について（交通課長）一

〇　人身事故発生件数は減少したが、死者数は増加

○　発生件数の最も少ない東峰村（小石原）で2件3名の死亡事故が発生

○　国道211号線と県道甘木・田主丸線でそれぞれ2件の死亡事故が発生

○　死者6名中5名が6Y5歳以上の高齢者

4　平成27年朝倉警察署10大ニュース（総務課長）

（1）キャンプ場から山中に行方不明になった児童4人を無事救出

（2）各種事件等の検挙功労による長官賞等の多数受賞

（3）平成26年中留置管理業務優秀′　　　　　　　　　　　　　　／

（4）隣接警察署等との奏通事故抑止対策「バディ作戦」の実施

（5）ニセ電話詐欺被害の増加に伴う検挙・抑止対策の取組

（6）地域警察官1人当たりの交通違反検挙件数県下警察署第1位

（7）窃盗犯・重要窃盗犯・侵入盗犯の検挙率県下警察署第1位
（8）高齢者交通事散防止！県内初「高齢者マーク」の設置

（9）高木駐在所の新築・移転による地域とのコミュニケーションの強化

（10）若手警察官地域伝統行事「甘木祇園山笠」に参加

【前回質疑事項の回答】

交通課長：①　ゾーン30事故発生状況について

朝倉市内5箇所のゾーン30については、5箇所のうち3

箇所は対策前後ともに事故件数は0件である。対策前に事故
が発生した2箇所については、対策後に事故件数は減少して

いるので効果があったものと思われる。

②　大平山トンネルの照明について

大平山トンネル内の照明を確認した結果、照明センサーに

境が付いていたことが原因で照明が暗くなっていたようであ

る。現在は、清掃を行い正常に照明が点灯している。

【質疑応容】
○　委員‥　暴力団情勢について説明を受けたが、一般人が抗争に巻き込まれる

可能性があるのではないか。

刑事課長：対立する暴力団組織間の抗争は、予めターゲットを決めて襲撃

すると予想されるので、一般人を無差別に襲撃する恐れは低いと

思われる。

署長：我々は市民の盾となり、暴力団から守っていく責務がある。

暴力団に対する徹底した捜査はもちろん、関係箇所付近の駐留警
戒・警らを強化し、一般人に危害が及ばないよう万全を期す所存で

ある。
○　委員：私が総代をしている寺で発生した強盗被疑者を検挙していただき、

また前回の質疑に対し、早急に対応していただき感謝する。

先日、交番に拾得物を届けた際に、処理に1時間以上を要し待たさ
れ迷惑したとの話を耳にした。正確な話は分からないが、諸事情があ

り手続きに時間がかかったものと思うが、迅速に処理できるよう対応
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を検討していただきたい。

総務課長：今後、早急に対応できるよう指導・教養を徹底する。
署長‥　貴重な意見として受け止めて検証を行い、次甲の協議会で回答する。

○　委員：朝倉警察署10大ニュースの中のキャンプ場から山中に行方不明に

なった児童4人の救助について、東峰村では、この事案後、キャンプ

場付近に案内板を設置するなどの対策をとっている。

署長：　自治体の早急な対応に感謝する。
○　委員：先日、職域のSDE教育講座に警察官を派遣していただき感謝する。

署長：　SDE教育については、主に高校生を対象としているが、大学生や
職域まで対象を拡大して実施している。引き続き、性犯罪予防にため、

強化していく。

○　委員：車を運転して上秋月交差点を通過すると道路案内板が信号交差点名
の標示板に被さって、交差点名が見えにくいため、ドライバーが気を

取られて交通事故の発生に繋がるのではないか。

署長：警察から道路管理者に働き掛けを行い早急に対応し、次回の協議会
で回答する。

【閉会】
（会長）

以上で平成28年第1回朝倉警察署協議会を閉会する。
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